











































































































































































































平 成18年 度 春 学 期 14.8 32.3 10.5 45.0 24.5 10.5 27.6 21.9
平 成18年 度 秋 学 期 11.8 42.5 7.6 48.1 23.9 18.9 21.3 29.1
平 成19年 度 春 学 期 13.3 34.3 12.1 45.3 23.4 13.5 24.7 21.9
平 成19年 度 秋 学 期 12.1 40.3 8.7 45.8 23.7 16.9 22.2 26.8
平 成20年 度 春 学 期 13.1 36.5 9.8 45.9 24.0 15.2 22.9 21.5
平成20年度春留学生 13.7 33.9 7.6 47.7 24.6 10.6 22.0 29.1
平 成20年 度 秋 学 期 12.0 39.8 10.1 47.5 23.0 18.2 22.6 21.9
平 成21年 度 春 学 期 13.8 33.0 10.5 43.9 23.2 7.1 23.9 13.4
平 成21年 度 秋 学 期 13.6 31.4 9.8 46.7 24.3 8.6 19.0 18.1






































平成18年度春学期 55.7% 77.7% 18.8% 30.1% 39.4% 60.0%
平成18年度秋学期 73.3% 85.0% 32.5% 49.3% 16.0% 51.7%
平成19年度春学期 60.5% 75.1% 25.0% 35.2% 24.2% 40.6%
平成19年度秋学期 70.3% 81.4% 29.9% 45.2% 15.8% 51.4%
平成20年度春学期 64.1% 79.6% 26.8% 37.6% 24.3% 40.1%
平成20年度春留学生 58.1% 76.8% 14.7% 24.2% 42.5% 156.9%
平成20年度秋学期 69.9% 80.1% 32.8% 38.6% 14.7% 17.6%
平成21年度春学期 58.1% 76.8% 14.7% 24.2% 32.2% 65.2%
平成21年度秋学期 55.9% 80.3% 15.9% 38.5% 43.6% 142.0%






























平均 55.41 76.961 平均 55.414 76.961
分散 35.32 62.842 分散 35.322 62.842
観測数 26 26 観測数 26 26
プールされた分散 49.08 仮説平均との差異 0
仮説平均との差異 0 自由度 46
自由度 50 t 値 －11.0891
t 値 －11.0891 P（T<＝t） 片側 6.867E－15
P（T<＝t） 片側 2E－15 t 境界値 片側 1.6786
t 境界値 片側 1.676 P（T<＝t） 両側 1.373E－14
P（T<＝t） 両側 4E－15 t 境界値 両側 2.01289









































1 80 1 49 1
2 79 3 48 2
3 78 9 46 3
4 77 14 45 4
5 76 16 44 5
6 75 22 42 6
7 74 36 41 7
8 73 38 40 8
9 72 39 38 9
10 71 40 36 10
11 70 44 35 11
12 69 45 33 12
13 68 48 31 13
14 67 55 29 14
15 66 56 28 15
16 65 60 27 20
17 64 61 26 22
18 63 67 25 29
19 62 68 24 31
20 61 69 22 33
21 60 71 20 36
22 59 72 19 38
23 58 75 18 42
24 57 78 17 46
25 56 80 15 49
平均 68 46.68 31.92 18.64
表２．２　入学時と卒業時の成績平均順位
対 象 人 数
入学時平均
成 績 順 位
比較時平均
成 績 順 位
平 均 成 績
順 位 差
Ｈ18春→Ｈ22の卒業生 25 68.0 46.7 21.3
Ｈ19春→Ｈ22の４年生 31 75.0 42.2 32.8
Ｈ20春→Ｈ22の３年生 18 61.5 38.2 23.3








































































対象人数 入学平均順位 比較時平均順位 検定統計量ｚ
Ｈ18春→Ｈ22の卒業生 25 31.92 18.64 3.1142
Ｈ19春→Ｈ22の４年生 31 41.71 21.00 4.4559
Ｈ20春→Ｈ22の３年生 18 24.72 12.00 3.5435




成 績 順 位
比較時平均














































生活数学１年次履修学生 36 　8 44
生活数学１年次未履修学生 35 14 49































生活数学１年次履修学生 33.59 10.41 44
生活数学１年次未履修学生 37.41 11.59 49




　　　　33.59　　　　 37.41　　   　10.41　　　   11.59
「生活数学」の教育効果について56
後の卒業時のすべての学年で成績を大幅に上昇させているのである。このことについて統計分析結
果から有意な学業成績の向上を得た。学業成績を上げるには得意分野をさらに伸ばすことで、全般
的な成績を引き上げる方法がよく指摘される。「生活数学」履修の場合は逆で、今まで苦手だった
計算や数学を少しでも克服することによる自信が学業全般に好影響を与えたのではないかと考えて
いる。ただし成績向上については、入学時の算数・数学だけのテスト結果でみた成績からの平均順
位差が適切かどうかの検討が必要であるかもしれない。もうひとつの検討事項は、入学時テストの
成績がよくて１年次の秋学期以降に「生活数学」を履修した学生の取り扱いである。これらの学生
は人数が多くはないが「生活数学」をその後履修したにもかかわらず、１年次春学期の「生活数
学」未履修生グループに含まれているからである。
　もう１つの教育効果は、平成18年に１年次生として「生活数学」を履修した学生グループと１年
次に履修しなかった学生グループの２グループ間で卒業率の差をみた。履修したグループの４年後
の卒業率は81.8％で、履修しなかったグループの卒業率は71.5％で、その差は約10％にもなってい
た。「生活数学」の授業が卒業率にも好影響を及ぼしているようである。このことは半期２単位の
「生活数学」授業で、プリントをただ単にやらせているだけでは得られない成果である。むしろ授
業時間をはじめ、授業時間外での履修学生とのかかわりが学生個々人とのつながりを深めるのに役
立っているからと思われる。その後履修生が卒業するまでつながりが継続するケースが多々あるこ
ともこの授業の特徴のひとつと考えられる。だが統計分析結果は統計的な有意差にはいたらなかっ
た。卒業率については平成18年の履修生１回だけの結果でしかないので、その時の履修学生が特別
だったのではないかと考えられる。平成19年度生、20年度生の卒業率のデータが積み重なり、蓄え
られることにより明確な結果がみえてくると思われる。さらによい教育効果が得られるように、履
修学生一人一人を大切にしながら「生活数学」に取り組んでいきたい。
参考文献
内田　治著『すぐわかるEXCELによるアンケートの調査・集計・解析（第２版）』東京出版、2002年
加藤千恵子・石村貞夫著『Excelでやさしく学ぶアンケート処理』東京出版、2003年
杉山髙一・佐藤学・杉山早苗著『保健・医療を学ぶための統計学』絢文社、2003年
得津一郎著『はじめての統計』有斐閣、2002年
日本公文教育研究会「算数・数学☆学力診断テストＰ５」「算数・数学☆学力診断テストＭ２」、2003年
福井幸男著『統計学の力』共立出版、2009年
